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　期限前に、窓口へ提出をお願いします。
■対　象　市内で農業を営む人（兼業農家も可）
■申請書設置場所　農業振興課、各支所産業振興課
■申込期限　9月30日（月）

◎申し込み・問い合わせ
本庁 農業振興課　☎40-7118  FAX40-7391
または各支所産業振興課

12月1日付け
認定農業者申請受付

　子どもと高齢者の交通事故防止、シートベルト・チャ
イルドシートの着用、飲酒運転・横断歩道での交通事故
根絶などを重点事項としています。
　9月30日は「交通事故死ゼロを目指す日」です。
　「守ろう交通ルール　高めよう交通マナー」

◎問い合わせ
市民活動推進課　交通安全・防犯係
（アイ・スクエアビル4階）　☎40-7012  FAX40-2050

秋の交通安全県民運動
9月21日（土）～30日（月）

　住みよい町にするために、身近な場所を清掃しましょう。
■日時・場所　身近な道路や公園など。各自治会で異な

ります。回覧などで確認ください。
※種類ごとに分け、専用ごみ袋（自治会に配布）に入れて
地域のごみステーションに出してください。30袋以上、
野積みなどの場合は、別途収集しますのでご連絡くだ
さい。

◎問い合わせ
クリーン推進課 環境パトロール係（清掃工場内）
☎30-2436  FAX30-2439

10月は「市民一斉
清掃月間」です

「すみわたる　青空うつる　町の川」
　　　　　川﨑　萌衣さん（諸富中学校）の作品
　　　　　　（平成24年度河川愛護標語金賞）

　この期間は自治会や事業所を中心に市内の各所で河川
清掃が行われます。皆さんで身近なボランティアに参加
しましょう。
■川を大切にしましょう　～川にごみを捨てないで～
　みんなできれいにした川にごみを捨てないようにしま
しょう

◎問い合わせ
本庁 河川砂防課　☎40-7182  FAX26-7388
北部建設事務所 　☎58-2863
南部建設事務所 　☎45-1804

第33回
秋の「川を愛する週間」
10月6日（日）～27日（日）

■日　時　10月1日（火）10時～16時
■場　所　佐賀県行政書士会館（鍋島三丁目15番23号）
■相談内容　遺言相続、会社設立・経営等、外国人の入国等、
　　　　　　そのほか各種契約等に関することなど

◎問い合わせ
佐賀県行政書士会  ☎36-6051 FAX32-0227

行政書士会による
無料相談会＆電話相談会

　予約不要、相談無料です。
■日　時　10月6日（日）10時～16時
■開設場所　ほほえみ館4階、佐賀地方法務局武雄支局、
伊万里市民センター、佐賀地方法務局唐津支局
■相談内容　土地・建物・会社・法人の登記、境界問題、
　　　　　　戸籍・国籍、人権相談など

◎問い合わせ
佐賀地方法務局　総務課  ☎26-2149
相談日当日  ☎080-2737-2472

法務局職員による
休日相談所開設

■日　時　9月30日（月）～10月4日（金）
　　　　　8時30分～19時
■相談内容　いじめ・虐待など、子どもの人権に関わる
　　　　　　悩みごと、心配ごと
■電話番号（フリーダイヤル）　  0120―007―110

◎問い合わせ
佐賀地方法務局　人権擁護課  ☎26-2195

全国一斉！ 子どもの
人権110番強化週間
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ン
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注
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り
込
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そ
の
後
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と
発
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遅
れ
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商
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が
届
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い
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ま
た
は
違
う
商
品
が
届
き
、
業
者
と

連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
と
い
う
相
談

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　特
に
、
海
外
の
サ
イ
ト
で
、
国
内

業
者
を
装
い
、
架
空
の
住
所
・
電
話

番
号
を
掲
載
す
る
悪
質
な
ケ
ー
ス
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　注
文
の
前
に
、
メ
ー
ル
以
外
で
も

連
絡
が
取
れ
る
業
者
か
確
認
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
商
品

を
注
文
し
た
が
、「
商
品
が
欠
品
の

た
め
探
し
て
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
お

待
ち
く
だ
さ
い
。」
と
の
連
絡
が
き

た
。
そ
の
後
、
別
の
サ
イ
ト
で
納
品

で
き
る
と
分
か
り
注
文
し
た
。

　最
初
の
業
者
に
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る

旨
伝
え
た
が
解
約
で
き
な
い
と
い
わ

れ
た
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
で
き
な

い
の
か
。
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　店
に
出
向
い
た
り
、
広
告
を
見
て

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

む
取
引
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
ま

せ
ん
。
注
文
の
前
に
、
契
約
内
容
に

間
違
い
が
な
い
か
、
返
品
の
規
定
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
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は
、
商
品
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら

8
日
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
契

約
の
解
除
が
可
能
で
す
。（
返
品

の
送
料
は
購
入
者
が
負
担
）
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タ
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相
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い
（
平
日
9
時
〜
16
時
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面
接

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。
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迎
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て

　
　
　
　
　
　
　考
え
る
こ
と

　高
齢
化
社
会
の
問
題
は
、
日
本
全

体
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切

な
問
題
で
す
。

　そ
の
な
か
に
住
宅
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
人
の
暮
ら
し
の
拠
点
と
し
て
、

住
宅
は
最
も
重
要
な
も
の
で
す
。

　日
本
で
は
、
こ
の
住
宅
問
題
を
、

基
本
的
人
権
の
問
題
と
し
て
捉
え
る

視
点
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１

９
９
５
年
国
土
交
通
省
か
ら
出
さ
れ

た
「
長
寿
社
会
対
応
住
宅
設
計
指
針
」

に
よ
り
、
よ
う
や
く
「
住
宅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
」
や
「
ハ
ン
デ
ィ
に
合

わ
せ
た
住
宅
改
造
」
の
必
要
性
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　私
も
高
齢
者
の
一
人
な
の
で
、
住

宅
の
バ
リ
ア
（
障
壁
）
に
つ
い
て
は
、

身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
ま

す
。　先

日
、
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
た
ら

「
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
化
社
会
で
は
、

自
宅
介
護
を
受
け
る
人
へ
の
バ
リ
ア

を
取
り
除
く
だ
け
で
な
く
、
介
護
す

る
家
族
に
と
っ
て
も
便
利
で
心
地
良

い
住
宅
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。」
と

い
う
こ
と
を
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　介
護
さ
れ
る
側
、
介
護
す
る
側
両

方
の
立
場
と
な
っ
て
考
え
て
み
る
。

そ
し
て
、
双
方
が
心
地
よ
い
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
家
づ
く
り
の
た
め
、

お
互
い
の
意
見
を
出
し
合
い
、
活
か

し
て
い
く
こ
と
。

　超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
と
は
、
お
互
い
を
認
め
合
う

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
も
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

（
社
会
同
和
教
育
指
導
員
・
西
村
正
元
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　「国
勢
調
査
」
結
果
に
よ
る
と
、
平

成
22
年
の
佐
賀
市
の
人
口
は
、
昭
和

55
年
と
比
較
す
る
と
、
年
齢
別
の
人

口
構
成
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
55

歳
以
上
が
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、

34
歳
以
下
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
統
計
情
報
も

あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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